
岡本 隆一君 アインさん、よろしくお願いします。
原田 俊彦君 アインさん、本日はよろしくお願いします。
水谷 文彦君 アインちゃん、卓話楽しみにしています。
森 達郎 君 本日は、グェンさん、ベトナムの話、楽しみにしています。
土屋 東明君 ア、イーン！宜しくお願いします。
田中 保 君 今日はアインさん、よろしくお願いします。
石渡 秀雄君 アインさん、本日よろしくお願い致します。
野木 芳宏君 アインさんの卓話楽しみにしています。
武内 次男君 アインさん、卓話頑張って下さい。
工藤 久志君 グェンマイアインさん、本日の卓話、楽しみにしていました。宜しくお願いします。
金子高一郎君 アインちゃん、頑張れ---------------！！
林 茂男 君 コロナ感染者増えていて、例会心配ですね！！妻の反対をおして来ましたよ。
市川 英治君 奥の細道で山形を訪れた芭蕉が“五月雨を集めて早し最上川”と詠っている最上川が氾濫

した。日本三大急流と言われる熊本の球磨川も大きな被害を出している。気候変動で地球
が変わっていっている。日本も水害に対する対策をもっとしっかりと行わなければ駄目で
ある。

荒井 節子君 アインさんの卓話楽しみにしてましたよー。コロナ、気が許せませんネ。面白いコピーを
見つけました。「手洗いとマスクは解除してません！！」

波多野幸雄君 日本とベトナムは今後ますます特に経済的には密になりそうです。本日の卓話、期待して
います。

合計 ３０，０００円
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３０周年 新たなる一歩へ！ 会長 岡本隆一

次回以降の予定

8月13日 規定による休会

8月20日 「私のロータリーライフ」
林茂男会員

2019年7月30日

第1343回 例会報告

会員数 出 席 出席率 前々回訂正出席率
19人 16名 84.21％ 7月16日 100%

第2580地区ガバナー
野生司 義光(東京小石川RC)

本日の卓話

「私の趣味のひとつ」

武内次男会員

■ 例会日 毎週木曜日 １２：３０～１３：３０ ■ 役 員 ／ 会 長 岡本 隆一
■ 例会場 〒103-8520  東京都中央区日本橋蠣殻町2-1-1 会長ｴﾚｸﾄ 原田 俊彦

ロイヤルパークホテル TEL 03-3667-1111・FAX03-3667-1615 幹 事 原田 俊彦
■ 事務局 〒130-0013  東京都墨田区錦糸1-1-5 Ａビル６Ｆ 副 幹 事 田中 保

TEL 03-5637-4608 ・ FAX 03-5637-4611      
E-mail  tokyobay@club.email.ne.jp 会報委員長 市川 英治

Rotary Opens 
Opportunites

ホルガー・クナーク会長

国際ロータリー 第２５８０地区 東分区
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＜会長報告＞
・本日、例会に先立ち7月度理事役員会を開催致しました。(審議内容等は中面をご覧下さい。)

＜幹事報告＞
・2017-18年度に発足されました「ひがし会」(江東RC・城東RC・ベイRCによる集まり)にて、
本年度は、江東区内の認可保育園の保育士、職員向けにマスクの寄付の社会奉仕活動を行う
予定です。

・7月度の理事役員会審議事項にもございますが、来年度(2021-22年度)に当クラブより、ガ

バナー補佐を選出しなければなりません。いくつか条件がございますが、8月6日までに立候補
または推薦を事務局までご連絡下さい。

・9月16日に行われます「ひがし会ゴルフコンペ」は、城東RCはご一緒できなくなりました。また、

ゴルフ場の予約の都合上、8月6日までにご出欠をお知らせ下さいますよう、お願い致します。

・上期会費の入金をお済ませでない会員の方は、7月31日が締め切りとなります。

＜委員会報告＞
・なし

■ 点 鐘

■ ロータリーソング 「日も風も星も」

■ ゲスト 米山奨学生 グェンマイアインさん

■ ビジター なし

7月30日の卓話は、米山奨学生 グエンマイアインさんによる「戦略的経済パートナー」としての日越関

係-ベトナムと日本の戦略的パートナーショップは経済発展を促進するか-でした。

RI会長のメッセージ８月
RI会長 ホルガー・クナーク

グローバルパンデミックや社会正義を求める声の高まりなど、2020年ではすでに歴史的な変化が起こっています。この世界は常に
変化し続けていて、ロータリーもその世界を映していることを思わされます。奉仕、親睦、多様性、高潔性、リーダーシップという私たち
の中核的価値観を常に大切にしながら、耳を傾け、適応していかなければなりません。こういった価値観を体現し、生活のすべての局
面において四つのテストを実行していけば、どんな時代でも世界を導くことができます。
ロータリーがその適応能力をしばしば実証してきたことを誇りに思っています。パンデミックに直面しても、ロータリーは立ち止まること
がありませんでした。オンラインでの会合に移行し、奉仕の新しい方法を見つけました。中止されたホノルルでの2020年ロータリー国
際大会は、初のバーチャル国際大会として開催されました。従来の例会に加えて、携帯電話やパソコンを使ったオンラインでの例会と、
毎週どこでも柔軟に会合が開かれています。ロータリーは今も、これからも、いつでもつながりを求める人びとがつながることを可能
にします。
オンラインと対面式の会合をどちらも活用しているのが今は特にありがたいと話してくれた人もいます。どうすれば、この動きをさらに
発展させて、この機会にロータリーが今後も躍進するために変化を取り入れていくことができるでしょうか。
新しい種類のクラブを支援することがその鍵となると私は思います。こういったクラブはもはや実験的なものではなく、今日のロータ
リーの一部を確かに成しています。従来のクラブに加えて、Eクラブ、ローターアクトクラブ、活動分野ごとのクラブ、パスポートクラブが
あります。こうして新しい種類が加わることで、ロータリーはこれまで以上に開放的で、柔軟で、新会員にとって魅力的な団体となって
います。これらのクラブを訪問して、アイデア交換や提携を行い、ほかのクラブや地域社会に知らせていきましょう。
ロータリーには成長が必要だということは誰もが同意するところですが、ときに、数だけを気にしてもっと大切なことを見失ってしまう
ことがあります。せっかく会員数が増えたとしても、翌年に新しい会員たちがクラブを去ってしまっては意味がないのです。ロータリーを
持続的に成長させましょう。活動参加の豊富な選択肢があれば、会員は活動に参加し続け、ロータリーが他団体とは違うことを地域
社会に実証してくれます。規則にこだわるよりも、従来の例会のほかにもさまざまな方法で集うことにロータリーが重点を置くように
なったことを喜びましょう。
会員のためにできることをすべて実行しているかどうか、そして奉仕する地域社会を反映しているかどうかを問い、そして正直に答え
るために、年次戦略会合を開催することを各クラブに推奨します。国際的なレベルでもこのアプローチが採られています。本年度はRI
理事会で過去最多の6名の女性が理事を務めていることを誇りに思います。どのレベルにおいても、この変化を押し進めていきましょ
う。ロータリーが今後発展していくためには、これまで以上にさまざまな視点と多様性が必要となります。
本年度、そしてそれ以降も、変化に適応して敏捷でありつづけるための新しい方法を模索するロータリーの試みを想像すると胸躍る
気分です。しかし、私はロータリーの変わっていない部分、今後も変わらずにありつづける部分にもインスピレーションを得ています。そ
れは、友情、ネットワーク、倫理、そして奉仕です。これらの価値観こそ、ロータリーの魅力の源なのです。
ロータリーの創立者ポール・ハリスがかつて言ったように、ときには革命的にならなければいけないこともあります。今がまさにそのと
きです。中核的価値観を守りつつも、変化を取り入れてより強固な存在になるために、ロータリーは機会の扉を開きます。それこそ無
限に。



2020-21年度 7月度理事役員会議事録
会長 岡本 隆一・幹事 原田 俊彦

開催日時： 2020年７月３０日(木) １１：００～
開催場所： ロイヤルパークホテル2階「春海の間」
出 席者： 岡本、金子、原田、水谷、森、工藤、石渡、土屋、田中 委任状出席：許

（1）会長挨拶

（2）審議・報告事項
①８月度プログラム予定：以下の２項目を含めて承認
8月27日ガバナー補佐訪問時程(例会後に１時間のクラブ協議会)
8月27日・9月10レイアウトについて

②6月度会計報告：2019-20年度の残金のうち、20万円をHP製作費に充て、残りを基金口とすることも承認

③100％出席表彰：承認

④7月熊本豪雨災害支援金・福岡豪雨災害支援金について：ニコニコより各２万円寄付することを承認

⑤ひがし会での社会奉仕活動について：江東区内の保育園保育士・職員へマスクを寄付するためのプロジェク
トに、ニコニコより10万円を寄付することを承認

⑥直前会長章・直前幹事章の購入に関して(14,190円/1個)：承認

⑦2021－22年度 ガバナー補佐選出について
8月20日までに回答(次年度選出クラブ：葛飾・葛飾東・ベイ)
選出条件：Ｅメールが使用できる／スマホ・ＰＣの使える／ｚｏｏｍなどリモート会議が可能
8月6日までに立候補・推薦を受け付ける。

⑧クラブのホームページについて
金子会員の作成した、たたき台を基に、修正・改良点を確認。9月1日発信予定。

⑨8月以降の例会に関して
コロナウィルス感染拡大の影響による例会の休会の決定は、会長・幹事に一任することを承認

【参考：8月度の会合】(出席予定者：敬称略)
8/4 東分区ゴルフ大会幹事会(原田、工藤)、8/27 バギオ基金理事会(土屋)
8/28 (在京)米山奨学事業推進ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ(岡本、武内)

故に、職業人であるロータリアンを育てる、そして、倫理をもって営み、生き、やがて世に倫理を提唱する為の基本
原理を確立した。
深川先生、小堀先生は、この２２年間を(1905～1927)
“原理探求のロータリーから実践のロータリーへ”２０世紀初頭の、この２２年間にロータリーの原理の体系の確
立、奉仕の実践を見事に結実したと言われています。

【全分野の職業人のための倫理訓】道徳律 第１１ケ条
第１ 職業は価値あるものであり世に奉仕する絶好の機会である
第２ 「最もよく奉仕するもの最も多く報いられる」というロータリーの基本原則に忠実であることを立証する
第３ 実業人は成功の野心を抱いているが、道徳を重んじ、正義と動議に基づかない成功は求めないこと
第４ 自分の職業に於いて他人への思いやりが自分の幸福に繋がる
第５ 職業の根底に倫理をおくこと
第６ 各自の職業に高い倫理と責任を持ち奉仕を行うこと
第７ ロータリアン同志は最大の資産だと認識すること
第８ 自分自身の心を開き、友情を育むこと
第９ 真面目に職業を営み、誠実に公明正大な仕事をする
第10 各自の職業を通じて寛容の心持つ人を育てる
第11 すべて人にせられんと思うことは人にもその通りせよ」という黄金律の普遍性を信じ、すべての人に均等な

機会を与え人類社会は最良の状態になることを主張する

【決議２３－３４号】１～７項
ロータリーの綱領に基づく全ての活動であると同時に、ロータリーの奉仕理念を表す唯一の文書
その１
ロータリーは、基本的には、１つの哲学であり、それは「利己的な欲求と義務およびこれに伴う他人のために奉
仕したいという感情との間に常に存在する矛盾を和らげようとするものである。
この哲学は奉仕「超我の奉仕」の哲学であり「最もよく奉仕する者、最も多く報いられる」という実践理論の原
則に基づくものである」
その２
その２の１ 奉仕の理論が職業、人生における成功と幸福の基礎だ
その２の３ 各人が個人としての理論をそれぞれの職業、日常の生活で実践せよ

この道徳律は、ロータリーの綱領の如き内容のもので現在での「目的」の意味を充分含んで記されている。また、
２３－３４号は学者、先生方も「ロータリー理念」を解り易く言い、且つ、ロータリー思想の「実践原理」が、これで
確立したのだと説いています。
現在のロータリアンも良く読んで理解しておくことをお薦めします。

この基本原理確立で勢いがつき、以下の如き発展です。

1９０５ １クラブ シカゴロータリークラブ
１９１０ １６RC １５００人
１９１２ ５０RC ６０００人
１９１５ 倫理訓、クラブ管理の標準化、地区制度、ガバナー制度
１９１９ 世界 ５００RC
１９２０ 日本ロータリー誕生

（ロータリー発祥直後の純粋で勢いの真っ只中に！！）
欧米の経済、文化に追い着きたい時期。
欧米の宗教、政治思想でなく経済人、職業人を対象に生まれた倫理思想運動で当時の日本経済人に受
け入れられた。従って、優れた財界人、経済人で始まった。財界人の社交クラブだった。経済、事業を伸ば
す時の心構え、日本古来の職業倫理を再度思い返させ共鳴する面が大いにあった。

１９２１ 世界 １０００RC
１９３０ ロータリー３０周年 ３,１７７RC １４４,５００人
１９３８ 世界 ５０００RC
１９５５ ロータリー５０周年 ８,３１３RC ３９２,６２８人
１９５９ 世界 １０,０００RC
１９６８ ロータリアン １００万人
２００５ ロータリー１００周年 ３２,５０７RC １,２２４,２９７人
２０２０ 世界 ３６.１５８RC １,２１７,６１６人（５月現在）

この２２年間にポール・ハリスを中心に集まった人々が思想を作り、それに魂を入れ、いくつもの基本原理を確立
し、組織を作り、運営を考えた。これで全てが決まったのです。
良く深く学んで、その思想の真髄を理解しようではありませんか。

30周年記念寄稿
2012-13ＰＡＧ 林 茂男

第三回 ロータリー初期の「基本原理の確立」期（１９０５～１９２７）とは

１９０５ 「一業種一会員」 「例会出席」 ﾎﾟｰﾙ･ﾊﾘｽ、ﾁｬｰﾀｰﾒﾝﾊﾞｰ
１９０６ 相互扶助と親睦 ドナルド・カーター
1９０８ フレデリック・シェルドン、チェスレイ・ペリー入会
１９１０ 全米ロータリー連合会 16RC 1500人 RI会長 ポール・ハリス

初代事務総長 チェスレイ・ペリー
「He profits most who serves his fellows best」 アーサーシェルドン

１９１１ 「Service not self」 フランク・コリンズ
１９１２ 国際ロータリークラブ連合会 50RC 6000人 グレン・ミート

クラブ綱領５ケ条を含む模範定款・細則発表
この綱領に初めて「Service」という語が初出

１９１５ ロータリー倫理訓 個人倫理の確立
職業奉仕基準の確立
「クラブ管理の標準化」

１９１６ ロータリーの一般奉仕概念の確立 ガイ・ガンデイカー
１９１７ ロータリー基金「財団」 アーチ・クランフ
１９２２ 標準RI定款・細則 組織原理の確立
１９２３ 決議２３－３４号 ロータリー理念・原則の確立

実践原理の確立
１９２７ 四大奉仕 奉仕部門の確立

続く↗


